
 研究No．9312  住宅総合研究財団
 研究年報No．211994

 戦後目本の住宅形式形成過程におけるアメリカ近代住宅の影響

 －日本人に適した住宅原型提案への準備研究－

 藤木　忠善

 1．まえがき

 　日本人ほど，急激にその住宅形式を変えた民族は，他

 の国，他の文化圏には見当らない。そして現在のような

 リビング・ダイニングルームと個室で構成される住宅形

 式が果たして日本人にとって最終的なものなのかという

 疑問がある。私自身も実際の住宅設計を通して，その疑

 問から発した幾つかの実験的試み注1)を行ってきた。そ

 のような疑問に対して，現在の日本住宅の形式がどのよ

 うに形成されてきたのかを明らかにできれば，新しい解

 決が期待できるのではないかというのが本研究の動機で

 ある。

 　明治以来の近代化の中で，欧米の影響と伝統との多様な

 結合と融合を試行し，模索していた日本の住宅形式注2)

 が，戦後，極めて短期間のうちに伝統を捨て，現在のよ

 うな形式に収れんしたのはなぜか。その原因の最も大き

 いものの一つに，当時のアメリカ近代住宅の情報による

 影響があると考えられる。そこで，その情報媒体を明ら

 かにし，影響を被った点について考察を加えることが本

 研究の目的である。更に，本研究を将来の日本人に適し

 た住宅の原型提案に結び付けることを目標としている。

 　まず，日本の住宅形式のアメリカ化促進の背景につい

 て考察し，次に影響源である当時のアメリカの住宅近代

 化の状況を文献により調査した。そして，その情報が大

 量に流れ込んだ戦後の20年を対象期間注3)として，アメ

 リカ近代住宅とその考え方を紹介，奨励した文献，博覧

 会記録などの調査を行い，影響を与えた媒体を多面的に

 研究した。更に，同時期の住宅の実例については，アメ

 リカ人の関与した住宅と日本の建築家作品，商品住宅に

 ついて関係者への面接などの調査・分析を行った。次に，

 平面計画，リビングルームを中心にアメリカの影響につ

 いて検証した。最後に，本研究の結果と現状調査の結果

 とを比較し，その問題点について考察した。研究対象の

 選択については，当時いち早く情報に接した建築家によ

 る住宅を中心とし，必要に応じて住宅金融公庫や住宅会

 社による住宅などの一般例を加えた。

 2．社会背景

 　戦後の6年間は連合軍による被占領期間であり，その

 間，日本全体がGHQの文化政策の強い影響を受けなが

 ら新しい社会の建設に向かった時期である。アメリカの

 生活文化も，映画や翻訳雑誌，あるいは渡米経験者や知
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あこが 識人が寄稿する雑誌などによって広く紹介され，強い憧

 れをもって受け入れられた。中でも，日本の住宅形式の

 アメリカ化促進の背景となったものに，新しい家族像の

 誕生と女性の解放がある。

 　戦後の民法改正による「家」社会の崩壊，厳しい経済

 状況，都市化という流れの中で，親族的血縁関係から独

 立した「核家族」が増加した。このような核家族も社会

 の基礎単位であるという観点から，家庭内にも社会性を

する団らんの場としてのリビングルームの重視，公私室

 の分化が推奨された。また，家族関係も夫婦十子供とい

 う意識が強まり，両者のプライバシーを重視する傾向か

 ら個室化が進んだ。家庭教育の面からも子供の社会性・

 独立性を尊重して子供室が推奨された。

 　女性の参政権や婚姻制度の改革，男女同権思想の普及

 が進む一方で，女性の地位向上は家庭内でも進められ，

 アメリカ婦人の家庭生活などが積極的に紹介された。そ

 こでは，合理的生活のための台所や収納空間の改善，日々

 の生活プランの立て方などに関心が集まり，家事労働を

 軽減するための家電製品の導入，あるいは家族で家事を

 分担するなど，アメリカを参考に提案されている注5)。

 3．アメリカにおける住宅近代化

 　日本の住宅形式におけるアメリカの影響について論じ

 る前に，その影響源と考えられる「アメリカ近代住宅」

 について，生成の経緯とその内容を明らかにする。また，

 アメリカの近代住宅の平面と戦前の日本に影響を与えた

 西欧住宅のそれとを比較し，その相違について考察する。

 　アメリカの住宅近代化の出発点として考えられるのは，

 1932年にニューヨーク近代美術館で開かれたインターナ

 ショナル・スタイル展である。そこに展示された近代建

 築の数々はアメリカの建築家たちに大きな影響を与えた。

 次いで重要な役割を果たしたのが，1930年代末ドイツか

 ら渡米したバウハウスの建築家W．グロピウス，M．ブ

 ロイヤー，M．v，d．ロー工である。彼らはヨーロッパの

 住宅近代化の考えを工業力のあるアメリカに持ち込み，
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 ヨーロッパの古い伝統から解放されて，住宅や家具の分

 野で新しい試みを次々に実践し強い影響力を持った。

 　特にW．グロピウスの組織したTAC注6)や，M．ブロ

 イヤーは，理論としての近代住宅を魅力ある実例として

 示した。一方で，アメリカ生れの建築球であるF．L．ライ

 トは1900年初頭に，アメリカ人の基本的な家として，比

 較的オーブンなプランである「プレイリー・ハウス」を

 主張した。その考えは30年代のプレファブ化による庶民

 のための「ユーソニアン・ハウス」へと展閉する。ヨー

 ロッパ生れのR．J．ノイトラはF．L．ライトに学び，1920

 年代にカリフォルニアの地において，ヨーロッパの近代

 建築の理論を住宅として開花させる。M，v．d．ローエの

 ファンスワース邸に見られる鉄とガラスの洗練された純

 粋性がR．J．ノイトラらの追及した形態や材料の単純化

 に加わり，ケース・スタディ・ハウズ丁で注7）での若い建築家

 のデザインの素地を形成する。

 　建築家の個々の動きのほかに，より彬響わのある，住

 宅近代化を推進するイベントが各地で閉かれた。シカ

 ゴ・トリビューン誌主催の終戦直後の住宅コンペ注8)，建

 築雑誌主催の若手建築家による実験住宅であるケース・

 スタディ・ハウスの建設，ニューヨーク近代美術館のモ

 デルハウス展示注8)，全米住宅協会の住宅コンペ注10)，ニ

 ューヨーク，グッゲンハイム芙術館でのF．L．ライト展

 におけるユーソニアン住宅の展示，アメリカ建築家協会

 の住宅コンペ注11)などがそれである（図3－1～4）。

 　大衆住宅においては，戦後の大量な化宅供給のために，

 工業化によるローコスト化や工期の短縮といった近代化

 が進められた。ラストロン注12)，テックビルト，アルコ

 ア，エイコンなどの会社が商品住宅を開発販売し，全米

 住宅協会においても実験住宅による工業化が試行され

 た注13)　（図3－5，6）。生産性追求のため，商品住宅の

 平面型もホール＋パーラー型からバンガロー型のような

 リビングルームを持つ単純な平面型へと移行していっ

 た注14)。

 　以上のようなアメリカの住宅近代化の基本的考え方を

 整理すると，①あまり大きくなく，使用人なしで維持管

 理できること。②台所と収納空間の合理的配置など、家

 事労働軽減の重視。③プレールーム，ホビールームなど

 による育児への対応。④単純でフレキシブルなプランに

 よる将来の家族構成やライフスタイルの変fヒヘの対応。

 ⑤工業化や安価な材料の利用によるローコスト化などで

 ある。

 　また，上記の住宅近代化の考え方は，平面において具

 体的に次のような特徴として表れている。①リビング・

 ダイニングルームと個室の公私室分離型平面，②玄関か

 ら直接リビング・ダイニングルームに人り（以下，リビ

 ング直入玄関），そこから寝室，子供室に至る動線を持

 つ。③廊下は少なく，寝室，子供室の伽こは浴室をつな
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 ぎ，リビングルームに至るプライバシーの高い廊下（以

 下，私的廊下）がある。④台所はリビング・ダイニング

 ルームに対してセミオープンが多い。⑤子供室は個室が

 原則だが，一部がつながる個室，二人部屋，寝る場所の

 み独立で活動スペースは共用など，育児への多様な工夫

 がある（図3－2，3参照）。⑥浴室は私室側に配置さ

 れ，主寝室には専用浴室が多い。また，洗面器・便器を備

 えたフル・バスルームが多く，いずれも密室的空間（6章

 参照）である。⑦ガレージ回りの生活上有効な配置（物置，

 台所との関係），⑧ユーティリティ，ランドリーの設置。

 　これにひきかえ，西欧型平面注15)といわれているもので

 は，リビングルームはダイニングルームと分かれているも

 のが多く，台所は主に独立型である。また，アメリカ近

 代住宅では見られない，浴室と便所が分離した例もある。

 玄関はホールとして独立し，これに続く廊下（以下，公

 的廊下）に寝室，子供室，浴室が配置されている。同じ

 公私室分離型平面でも，リビングルームを通らず外出で

 きるため個室の独立性が高く，その意識はリビングルー

 ム中心のアメリカ近代住宅とは異なる注16)（図3－7，8）。

 　　　　f　B］f　C　C
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 図3－7　アメリカ近代住宅例　　図3－8　西欧型住宅例
 　　　　平面構成図（6章参照）　　　　　平面構成図

 4．アメリカ近代住宅の目本への移入

 　戦後期に，アメリカの近代住宅がいかにして日本に伝

 えられ，日本の住宅形式にどのように影響を与えてきた

 のであろうか。ここでは，その情報の伝えられ方，受け

 取られ方，また，それらの情報の中で推奨されたものを

 明らかにするために，媒体となった文献，博覧会・展覧

 会などについて調査した結果について考察する。

 　アメリカの近代住宅の情報の広い意味での伝搬は，住

 宅に関する書籍，建築雑誌，住宅雑誌，家庭雑誌の輸入

 再開と，復刊あるいは創刊注17)された日本の建築雑誌に

 よる，それらの情報源の翻訳紹介記事の掲載によって始

 まった。中でも当時の海外建築情報専門誌であった『国

 際建築』は1950年の復刊から5年の間にアメリカ近代住

 宅に関する論文31点と，住宅87点を精力的に紹介してい

 る注18)。

 　このほか，1950年に開催された「アメリカ博覧会」注19)

 において，アメリカの建築家M．ブロイヤー設計の住宅

 とC．コッホ設計のスワンスコットの住宅を原案とした

 2棟のモデルハウスが，前者は大林組，後者は竹中工務店

 によって建てられ会場に展示された注20)（図4－1，2）。

 前者は1949年にニューヨーク近代美術館の庭園に建てら

 れたモデルハウス「成長する家族のための住宅」（図

 3－2参照）の一部を変更したものと考えられる。いず

 れも広々としたリビング・ダイニングルーム，蛍光灯に
 　　　　　　　　　　　　 よる間接照明，靴履きの，椅子とベッドの生活が実物と

 して大衆の目に触れた。その平面はアメリカ近代住宅の

 平面（3章参照）を具現化したものであった。

 　また，占領という条件下で駐留基地内の「進駐軍家族

 住宅」の設計・建設（5章で詳述）が日本人の手によっ

 て行われた。従来の部屋を付加していく凸凹の多い平面
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 を持つ日本住宅に比較して，その標準型は矩形分割型の

 単純な平面を持ち，経済的な住宅として推奨されてい

 る注21)（図4－3）。また，この「進駐軍家族住宅」に関与
 　　　　　　　　　　　　　　　　　 した日本の建築家による住宅近代化の啓蒙記事や計画案

 の発表，百貨店における住宅展のモデルハウス設計など

 によりアメリカの住宅の情報伝達がある注22)。

 　このようなアメリカ近代住宅に関する情報伝達の波に

 のって，当時日本の住宅の近代化を推し進めようとして

 いた建築家，研究者が推奨した点は，およそ次の通りで

 ある。①封建性打破ということからのリビング直入玄

 関注23)，②民主的な家族と接客のための理想空間としての

 リビングルーム注24)，③活動的な生活という機能面からの

 椅子座の食卓注25)，コタツの否定，全体暖房設備の設置，

 ④子供の人格の尊重，及び，教育的配慮からの子供室の

 個室化注26)，⑤家事労働の軽減のための機能的な台所配置

 と設備の改善注27)，給湯設備の設置，⑥収納の合理化注28)，

 ⑦衛生面からの畳，和寝具の否定とベッドの採肘注29)，⑧

 洋式水洗便所注30)，⑨快適化のための間接照明，壁付灯，

 ~ 

 ~; 

 1  　　　　　　　　1階　　　　　　　　　2階

 図4－1　アメリカ博展示住宅，夫林組，1950
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フロアースタンドなど照明の適正配置注31)。

　一方で建築雑誌の主催する新しい国民住宅を目指すコ

ンペも終戦直後から度々行われ，上述したような近代化
　　　　の動きに応える案が提案された注32)。また，日本の建築

家の手による具体的な夢の住宅の計画案として，アメリ

カ近代住宅の傑作を規模や設備の面から当時の日本のレ

ベルに翻案したプラン（図4－4），アメリカ近代住宅

の考え方による日本人向けのプランなどが住宅雑誌の記

事，あるいは住宅図集として数多く出版された注33)。その

ようなプランの共通した一つの傾向は，ガラスを多用し

た，間仕切りや物入れの少ないオープンなプランである。

なかには天井まで達する間仕切りはバスルームだけとい

うプランも見られる。これは住宅雑誌の啓蒙記事や論文

で紹介され，奨励された個室化や収納の合理化とは相反

するものである。このズレの原因は建築家の持つ，無限

定で流れるような伝統的空間への指向と，当時発表され，

その単純さ，純粋さから日本の建築家に衝撃を与えた

P．ジョンソンのグラスハウスとM．v．d．ロー工のファ

ンスワース邸の影響にあると考えられる。

腫0口

日本人建築家がチームを組んで設計に当った。それは日

本各地に建設され，その一部は現在も使用されている。

この住宅と，そ二で展開された生活は，その設計・建設

　製造に携わった人や，それに接した日本人を通して一

般の日本人に伝えられ，アメリカ式ライフスタイルの日

本への定着に直接・間接の影響を与えたと考えられる。

　GHQが求めた条件は，アメリカ人の生活様式を満た

すような建物で，団地計画を考慮にいれた矩形の平面，

リビング直入玄関，家具の配置から決められた各部屋の

面積形状，廊下の少ない平面などであった。平面は入居

者の官位，家族数により9タイプあるが，いずれも公私

室分離型の単純なプランで広いリビング・ダイニングル

ームを特徴とする。個室化された寝室，私的廊下の存在，

浴室の私室ゾーンヘの配置，フル・バスルームなどのア

メリカ近代住宅の平面原理が見られる。台所は使用人制

のため独立型になっている（図5－1，2）。
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5．アメリカ的住宅形式の実現

　戦後，アメリカの住宅近代化の情報が伝わり始めてか

ら，その実例と影響を受けた作品が実際に建設され，建

築雑誌に発表されるようになったのは1940年代後半であ

る。それまでの計画案と違って，実現された建築家の手

になるその住宅は情報源の少ない状況の中で，こぞって

建築雑誌に取り上げられ周知されたことから二次的にア

メリカの影響を及ぼした媒体と考えられる。ここでは当

時の実現例の中から，アメリカ人の関与したものとして，

進駐軍家族住宅，アメリカ人建築家による住宅を選び，

影響を受けた作品として日本人建築家による最小限住宅，

住宅メー力一による商品住宅を選んでいる、．

　　　　　　　　　　　　　図5－2　同平面構成図
図5－1　進駐軍家族住宅，　　　　　　　（6章参照）
　　　　A－1型

5－2　A．レーモンドによる住宅

　A．レーモンドは戦前から日本で設計活動をしたチェ

コ生れのアメリカ人建築家である。まだ日本の住宅事情

が良くない戦後期に，在日アメリカ人のための多くの高

水準な住宅を設計して，日本風なデザインとアメリカ式

のライフスタイルの調和を示し，その実物を通して日本

の建築家にアメリカ近代住宅の手本を示した閉。

　ここでは戦後の代表作と見られるサロモン邸（図5－

3）と別荘の軽件沢ハウス（図5－4）を選んでいる。

いずれも内外のデザインには日本的傾向が見られるもの

の，公私室分離型の明快なプラン，リビング直入玄関，

広いリビング・ダイニングルーム，セミオープンの台所

（後者），私的廊下，浴室の私室ゾーンヘの配置，個室化

など，当然のことながらアメリカ的近代住宅の条件がす
　　べて揃っている。

5－1　進駐軍家族住宅－DEPENDENTS　HOUSE

　これは「DEPENDENTS　HOUSING」と呼ばれる基

地内の総合団地計画の一部をなす住宅のことである。進

駐軍将兵とその家族が日本及び韓国の某地内で居住する

ための施設である。終戦直後，GHQの指導で当時の限

られた日本の資材と設計・施工技術により，アメリカ人
　　　　　　　　　　　が生活し得る住宅・家具・什器をデザインし製造すること

を目的とした。住宅は志村太七を中心とする14人注34)の

5－3　最小限住宅

　戦後間もなくの1950～52年の3年間に発表され実現し

た最小限住宅（図5－5～8）は池辺陽の立体最小隈住

宅，坂倉準三の）加納邸注36)，増沢洵自邸，山口文象の高橋

邸注37)である。ここでいう最小限住宅とは，その名を冠し

ていなくとも設計者が「文化的な暮らしをするのに，最

低これくらいは必要である」と考えて設計された住宅を

指し，いわゆる終戦直後の狭小，極小住宅は除く。
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 軽井沢ハウス，A．レーモンド，1963
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 立体最小限住宅（14．2坪），池辺陽，1950
 　　　　　　　　　　　　（平面構成図6章）

 納　　戸

 〉：三．

 　　　　　　　r階　　　　　　　2階

 図5－6　加納邸（18坪）坂倉準三，1950

 □二〇

 　書斎
 ．x  家

 ■
 室

 1階　　　　2階

 図5－7　増沢邸（15坪）増沢淘，
 　　　　　　　　　　1950

 図5－8　高橋邸（12坪）
 　　　　山口文象，1952

 図5－9　松下1号住宅，松下電工，1961

 ・，÷． “
 I」テイ

 居同

 o

 E宅．松下電工．1961

 　いずれも作品性の高い個性的な住宅である。しかし，

 その平面を見ると，共通してアメリカの近代住宅の平面

 原理である公私分化，リビング直入玄関，リビング・ダ

 イニングルームの採用，全体暖房（ストーブの計画的配

 置），セミオープンの台所，寝室・子供室の個室化，私的

 廊下，浴室・便所と寝室の強い結合，浴室のフル・バス

 ルーム化や一体化などの点に苦心が払われている。

 5－4　商品住宅

 　住宅メー力ーによる商品住宅はプレファブ住宅と呼ば

 れ，1950年代後半から住宅供給の担い手として登場して

 くる。当初は和室中心の平面であった商品住宅が，アメ

 リカの住宅形式を採り入れ始めたのは1960年代前半と見

 られる。ここでは，その当時の大手メー力ーの標準タイ

 プ（図5－9）の商品住宅を取り上げている。

 　まだ和室が見られるものの，アメリカ近代住宅の平面

 原理のうち，リビング直入玄関及び私的廊下，セミオー

 プンの台所，浴室の私室ゾーンヘの配置などが既に試み

 られている。しかし，住宅が2階建てになり，上下階で

 公私分化が行われ，浴室の2階私室ゾーンヘの配置，す

 べての部屋が洋室化されるなど，アメリカ的住宅形式が

 完成するのは1970年代後半になる注38)。

 6．平面計画におけるアメリカの影響

 　対象期間における（A）建築家による平面，（B）住宅金融

 公庫標準平面，（C）住宅会社による平面の三者から175

 例注39）を選び，平面構成図注40)により分析した。日米の参

 考例（図6－1～4）と，分析対象の住宅から8例（図

 6－5～12）の平面構成図を掲げる。

 　3章の研究結果からアメリカ近代住宅の特徴と見られ

 る要素を次のように定めた。①公私分化の明確化，②リ

 ビングルームまたはリビング・ダイニングルーム（DK

 のみの場合及びLDKを除く），③リビング直入玄関，④

 セミオープンの台所，⑤寝室，子供室の個室化が完全に

 近く行われているもの，⑥私的廊下があるもの，⑦浴室

 の配置が私室ゾーンになされているもの，⑧フル・バス

 ルーム，または，浴室・洗面所・便所が一体化している

 もの。以上の8項目について，その普及度をまとめたの

 が表6－1である。リビング・ダイニングルームは建築

 家の作品，住宅金融公庫，住宅会社に共通して高い普及

 率を示す。建築家の住宅平面では各項に平均して普及率

 が高く，特に個室化の高率が目立つ。住宅金融公庫の平

 面では全項目を通じて普及率は低い。住宅会社の平面で

 はリビング・ダイニングルームとセミオープンの台所の

 普及率が高く，大衆のアメリカ指向への対応が見られる。

 　この表に見られる分析結果を影響パターンに従って考

 察すると，全般的に受け入れられたアメリカ近代住宅の

 要素は，家族団らんと接客の空間としてのリビング・ダ
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表6－1　「アメリカ近代住宅の特徴」の普及率比較（％）

①②（：）④⑤⑥⑦⑧

　　　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　▲

図6－1　シカゴトリビューン　図6－2　ニューヨーク近代
　　　　誌住宅コンペ入選案，　　　　　美術館展示住宅，

　　　　ヘイト・アソシェイツ，　　　　G．アン，1950

図6－3　全米住宅協会

　　　　実験住宅，1953

＞K

図6－5

図6－4　目本中廊下型住宅例

野　　　yt
C2

LDlCf　・囚Vll］1］
▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲

立体最小限住宅，図6－6　栗の木のある家，

池辺陽，1950　　　生田勉・宮島春樹，1956

図6－7　吉阪邸，

　　吉阪隆正，1955

図6－9　21－E－3型，

　　住宅金融公庫，1960

　　　　▲

図6－11　「中流家庭向き

　の住宅」，住宅会社設計，

　　　　　　　　　1955

里

匝㍗
　　　　▲
図6－8　方南町の家，

　　　吉村順三，1957

図6－1025－2N－4型，

　　住宅金融公庫，1960

図6－12　「土と太陽に親

　しむ田園趣味の住宅」，

　住宅会社設計，1955

（A）

（B）

（C）

47　馳　　独　　49　縄　　翻　　鰯　　綴

9　　　　29　　　10　　　19　　　16　　　　10　　　10　　　16

l0　55　15　53　41　12　ユ2　22
※網掛けは年I貞の壮高卒をホす

イニングルー一ムと，対面型やハッチ・カウンター型など

のセミオープン形式の台所であり，家族の団らんに加わ

りながらf乍業ができる、点が歓迎された。それを可能にし

たのは換気扇などの設備機器の普及であるヨi」1」。子供室

の個室化は，狭い而積の中で，むしろアメリカよりも強力

に進められ，．ト下人れ違い式のベッドによる分割方法な

どが考案された。通り抜けアクセスや縁側に面したプラ

イバシーのあいまいな子供室i”は姿を消した。このほ

か，置き家則二代えてワードローブなどの造付け家具が

登場し，収納の合理性の而から押人や納戸が否定された。

　アメリカ的傾向の巾で，建築家の作品には受け入れら

れたが，一一般化しなかった要素としてリビング直入玄関

がある。これは肖初，民主的ということから積極的に用

いられたが，閉もなく伝統的な玄関が復活した（7章参

照）。また，椴初に錐築家に受け入れられ，後になって一

般化した要素としてフル・バスルームあるいは浴室・洗

面所・便所の…一』体化’川■，浴室の2階私室ゾーンヘの配置

がある’i一川。これは浴室機材の開発が遅れたこと，住宅水

準の向上とともに，土地ク）狭あい化が進み2階建てが増

加し，木造作宅における防水の難しさなどの技術的な理

由によると考えられる。フル・バスルームあるいは浴室・

沈面所・便所の一体化などは，いずれも浴室の密室化と

とらえることができる。ここでいう密室化とは，浴室の

堅問な間付：切り構造と，奥まった私室ゾーン配置のため，

入浴巾はリビングルームや台所にいる家族とのコミュニ

ケーションが沐1難になったことを指す。これは生活の楽

しさと便利さ，浴室事故岬の防止の点から好ましくな

い。更に，実現しなかった要素として，①ガレージ回り

（物置，台所との関係）の生活上有効な配置（図3－1，

3参1照），②育児のためのプレイルームやホビールーム

（図3－2参蝸），③ユーティリティ，ランドリーなど

がある、①は■1時，白球用車が普及していなかったうえ，

余暇も少なかったこと。②は少ない面積の中で個室化の

ほうが緊急課題であったこと。③は洗濯機，乾燥機，住

宅設備の末発達がその要閃であると考えられる。

■平面構成図凡例

脇　和宇

□　家族室

［；三コ　　縁偵I」

一連結（ドア等）

回㍗型、

㊦フルパスルム

『1←

回川欣1型1

囚午二、、ジン

口／ピノグルム

［…］　書斎

①　便所

□コ／1戸闇什切

回ダ仁ングj／ム囚　台所回ユ・テ／／テ／

回1！仙一回子供室回子供室（・・…）

①擁・柵1・鮎一私的1蔀下 公自勺廊下

口］梅・降11榊切▲　玄関口△　勝手口
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7．リビングルームの問題点

　前章における研究の結果から，建築家設計の住宅にお

いて急速にリビングルームが茶の間，座敷，縁側に取っ

て代わったことが日本の住宅形式におけるアメリカの影

響の代表的な変化であるといえる注46)。これを，内外空

間の関係と家具配置の点から考察し，伝統的形式の利点

との比較を通して，その問題点を論ずる。

7－1　内外空間の関係について

　日本の伝統的な屋内・屋外の区切り方は，ガラスや壁

ではなく空間的な領域を持った仕切り方であり，それら

はすべてプライバシーの調節装置榊iとしての意味を持

つ中間領域である。日本ではアメリカ近代住宅に見られ

るような街路からリビングルームヘの直接的で単純なア

プローチは少ない。この彼我の意識の違いがリビングル

ームに問題を与えている。

　門から座敷に至る中間領域のあり方を例として，日米

の違いを比較したのが表7－1である。表中の「緩衝」

とは，外来者の視線，気配を遮るものを指している（図

7－1）注48)。アメリカにおけるシカゴ・トリビューン誌

主催のコンペでは，西欧型の平面形式である公的廊下接

続型玄関がまだ数例見られる。しかし，5年後の全米住

宅協会コンペでは，すべてリビング直入玄関へと移行し

ている。一方，日本では，住宅会社設計の住宅には公的

廊下接続型の玄関と門塀の両方を設けた例が見られ，戦

前の住宅形式の継続がうかがえる。建築家設計の住宅で

はリビング直入玄関が多くなっているが，しかし，玄関

室もしくは門塀の少なくともどちらか一方を設けようと

しており，中間領域的意識の残存と考えられる。

　日本人にとって，屈曲による多くの領域を持つ，門か

ら座敷に至るアプローチと玄関は，そこで履物を脱ぐ行

為を含めて一つの中間領域である。伝統的玄関での接客

は，敷居越し，土間と式台での応対，部屋に通すという

段階がある。リビング直入玄関の場合，そのような調節

が利かず，中間領域の働きをしない。これが時代ととも

に公的廊下接続型に回帰した要因の一つと考えられる。

アメリカにおいてもプライバシーの点から1950年代初め

に既にその改善を求めた例がある言注49)。

　一方，リビングルームの出現により中間領域としての

縁側も消滅した。それは気候調節，動線という役割のほ

か，家族各人のさまざまなくつろぎ，接客の性質に応じ
　　　　て，障子や襖を開閉して，次の間，座敷と連続させ，多

様に変化させることができる団らんや接客の場所であっ

た。南側アプローチの場合でも座敷との境には障子があ

り，たとえ開けてあっても家の中が丸見えということは

ない。これも中間領域の利点である注50)。このような縁側

の有効性に比べ，現在のリビングルームでは，南側にお

ける生活の展開は単調で限定的なものになっている。

表7一1　リビングルームと街路の関係

直入型公 合
リビングルームと玄関の関係緩　　衝的

一　　　一有■有廊
／／下

街路と■玄関の関係 家■玄接
具関続
等室型 計

アメリカ 門塀無 アプ 直進型 鑛 証1一

シカゴトリビューン誌ローチ屈曲型 蔓 13

住宅コンペ 有 アプ 直進型 韮韮 証

1945 ローチ屈曲型 3

合　　　　計 13 3 16

アメり力 門塀無 アプ i段進型

全米住宅協会 ローチ屈曲型 ………轟 26

コンペ 有 アプ 庖進型 韮亜

1950 ローチ屈曲型 垂 3

合　　　　計 29 O 29

口本 門塀無 アプ 直進型 塞婁

建一築’家設計の ローチ届曲型 珪留韮 8

有 アプ 直進型 韮韮妻…奮

1945～64 ローチ屈曲型 垂韮塞議1 19

合　　　　　計 16 11 27

口本 門塀無 アプ 直進型

住宅会杜設計の ローチ触曲型 O

イゴアプ 直進型 証琵韮塞

1955 ローチ屈曲型 韮 12

合　　　　計 5 7 12

A

B

1～20％　　（数値は例数）

L

△

▽

佳作，M．P．ロウリー，1951
直進型アプローチとリビング直入型玄関の例

　図7－1　座敷・リビングルームと街路の関係

日本のリビングルームに少なからぬ影響を与えたもの

に，アメリカ近代住宅の特徴であるガラスの積極的利用

による内外空間の視覚的連続がある。それは日本的空間

の系譜とされるが，ガラスで仕切られ，ドアから出入り

する関係は，それとは異質であり，その前に設けられた

テラスも中間領域というより戸外の独立した領域ととら

えられる（図3－1，2参照）。大きな開口部を持ちなが

ら中間領域を持たないリビングルームは，伝統的な住宅

の茶の間，座敷に比べ，まぶしく，落着かない空間にな

り，更に，プライバシーの点からも問題が多い。
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 7－2　家具配置について

 　アメリカの影響の象徴であるはずの日本のリビングル

 ームは，その使われ方については必ずしもアメリカのごと

 くにはなっていない。そこで，アメリカ近代住宅におけ

 る家具のあり方を明らかにし，次いで図面上に描かれた

 家具配置について日米の意識を比較し問題一点を考察する。

 　アメリカの住宅近代化については3章で触れたが，そ

 れと軌を一にして，家具デザインの近代化の動きもあっ

 た。その一つが1948年のローコスト家具のコンペである。

 椅子と収納の2部門があり，活動的な生活に適した廉価

 で，自由な使い方のできる家具が要求された注51)。

 　日本に紹介されたアメリカ近代住宅の平面図も，その

 多くは，家具配置を詳しく記入しており，住宅における

 家具の重要性が理解される。また，タイムセーバー・ス

 タンダード注52)の住宅家具配置の項では，暖炉中心の壁

 際のレイアウト例（図7－2）を掲げ，家具配置と部屋

 の寸法形状の関係を示し，椅子の対面型配置はなく，部

 屋の中央が空いているのが特徴である。

 　アメリカのリビングルームにおける壁際利用型家具配

 置と比較すると，日本のそれは，中央利用型といえる

 （表7－2）注53)。その多くは「応接セット」と呼ばれるソ

 ファーとアームチェアとティーテーブルの組合せによる

 テーブルを挟んだ正対型，求心型の配置をとる。そのた

 めに部屋の面的利用の例は少ない。また，家族一人一人

 が別々の行為と，それに適した姿勢を求める「気楽な接

 客や団らん」には，ぎこちない感じと不便さがある注54)。

 　そのために椅子があるにもかかわらず，床に座る例も

 しばしばあり，この中央利用型家具配置がリビングルー

 ムに続く和室の必要を感じさせる要因になっているとも

 考えられる。

 　このような日米の相違を，リビング・ダイニングルー

 ムを例に以下のような方法による分析を試みることでそ

 の内容を明らかにした。すべての椅子に人が腰掛けてい

 ると仮定し，最大の面積を内包するようにその頭を結ぶ

 線を「干渉線」とし，これに囲まれる範囲を「干渉域」

 とする。これを部屋にいる人たちの相互関係によって作

 り出される，ある雰囲気を持った領域と見なす。これと

 は別に，パーティーやダンス，子供の遊びなどに有効な

 スペースを「残余床」とすると，干渉域と残余床との間

 表7－2　居間およぴリビ
 　　　　ングスペースの
 　　　　家具配置

 　　　　　　　　　（％）

 表7－3　リビング・ダイニン
 　　　　グルームにおける干
 　　　　渉域と残余床

 には，残余床が，（A）干渉域の中央付近にあるか，または

 またがっている，（B）干渉域内に偏在，（C）干渉域外に存

 在，（D発生しない，の関係が考えられる（図7－3）。

 これらの関係において干渉域は，中央付近に残余床を持

 ち，残余床が大きくなるほど壁際利用型家具配置に近付

 くと考えられる（A）。これに対して，残余床と離れている

 か，もしくは残余床を生じない場合には中央利用型家具

 配置に近付くと考えられる（D）（表7－3）。

 　次に，日本で中央利用型家具配置が好まれる原因につ

 いて考えてみると，①椅子の伝統がなく，取りあえず戦

 前の「応接間」の家具配置が入門しやすく参考にされた。

 ②リビングルームに多目的室としての収納注55)が考えら

 れておらず，壁際を置き家具が占領しているため，椅子

 を配置しにくい。③暖炉のような部屋の中心になるもの

 がなく，「応接セット」白身が中心にされた。④「応接セ

 図7－2　タイムセーバー
 　　　　スタンダード
 　　　　住宅家具配置例

 リビングルーム例
 扇三

 ■ ．．　　口
 　　●　　　　　　　　　■ 　　● 　　　．．　■．

 　SILLS　HOUSE，TAC，1951　　若手建築家設計住宅，1962
 リビング・ダイニングルーム例

 　　　　　■　　　　　　　　　　　　■ 全米住宅協会コンペ1等案，1951

 （D）

 （A） （A）

 ．．」型L：

 　全米住宅協会コンペ入選案，1951

 （B）

 中堅建築家設計住宅，1954

 　　　　　聰

 （％）

 （A） （B） （C） （D）

 米  62  22  13  3

 日  16  5  19  60

 （D）
 日本電建住宅，1960

 エイコン・ハウス，C．コッホ，1950中堅建築家設計住宅，1962

 図7－3　干渉域と残余床（同縮尺による目米比較）
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 ット」の製造・販売が盛んであった。⑤自由な家具配置

 についての説明，啓蒙がなされなかった注56)。⑥四周が

 襖であったため部屋の中央に集まらざるを得なかった和

 室の生活習慣が続いている。⑦立面を内部とは関係なく

 独立して純粋にデザインできることを建築家が望んだ

 （4章最後段参照）などが考えられる。

 　　　　　　　　1階　　　　　　　　　　　　　2階

 図8－1　中堅建築家設計戸建住宅（木造），1994

 8．まとめと展望

 　本研究では，まず，当時のアメリカの文献から，・アメ

 リカの近代住宅の考え方，平面原理を明示した。次に，

 それらの情報が，雑誌や展覧会などの媒体によって戦後

 の日本に伝達され，当時の建築家や研究者による住宅の

 近代化を強力に促進した一因となったことを明らかにし

 た。同時に，指導的立場にあった建築家の住宅作品にお

 いてアメリカ近代住宅の影響が顕著に見られ，それが一

 般の戸建住宅にも普及していったと思われる。また，そ

 のような変化の中で，玄関や縁側などの伝統的な中間領

 域の消滅，子供室の孤立化，浴室の密室化などが生じ，

 接客時や家族間のコミュニケーションとプライバシー調

 節の様態が変化したこと，また，リビングルームでの家

 具利用に日米の意識の違いがあったことを指摘した。今

 回研究対象とした戦後の20年間は，占領下においてアメ

 リカ文化の強い影響のもとに復興が行われた時期であり，

 4章で述べたアメリカ近代住宅の情報によって性急に促

 進された住宅形式の転換は，そのような当時の特殊な状

 況から生じたものと考えられる。

 　日本の住宅形式の形成過程において重要な意味を持つ

 アメリカ近代住宅の影響が，その後発展してきた現在の

 住宅において，どのように反映されているかを検証する

 ため，現代住宅の平面を収集し分析を行った注57)。現在の

 住宅において，定着しているアメリカ的要素には，①リ

 ビング・ダイニングルームと個室の公私室分離型平面，

 ②リビング・ダイニングルームと接続されたセミオープ

 ンの台所，③個室化した子供室がある。定着しなかった

 ものには，①リビング直入玄関，②私的廊下，③主寝室

 の専用浴室，④フレキシビリティの高い子供室がある。

 その結果，①玄関と各室は公的廊下によって結ばれ，②

 浴室・洗面所・便所はその途中に設けられる傾向があり，

 寝室と浴室の緊密な関係にこだわらない。③子供室は育

 児対応の考えに乏しい，という状況になっている。その

 ほかの特徴に，①リビングルームの続き間として和室が

 ある。これは椅子生活を補足する多目的室であると思わ

 れる。②1～2台の駐車場を設けるという敷地条件から，

 ③おおむね2階建て。1階が公室部分に，2階が私室に

 充てられ，更に，敷地が狭あいになると，上下反転して

 2階が公室に，1階が私室に充てられることが多い（図

 8－1～4）。

 　現在の住宅において，アメリカ近代住宅の影響が残存

 1階

 2階

 図8－2　工務店設計施工分譲住宅（木造），1994
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 図8－3　大手住宅メーカー戸建商品住宅（S造），1994
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 図8－4　大手不動産会社分譲マンション（R　C造），1994

 している点もあるが，伝統的な中廊下型へ回帰している

 傾向も見られ，半世紀にわたる変化の中で上述したよう

 な住宅形式に収れんしていると思われる。しかしそれは，

 戦前に見られた段階的な和洋の融合と違い，戦後の急激

 なアメリカ化による短絡的な和洋並存の結果であり，そ

 こで失われた生活的欲求から便宜的に作り出されたもの

 で，確定的なものとは考えにくい。日本の経済的条件も

 向上し，住宅設計を取巻く環境も比較的自由になった現

 在，この研究報告の中で触れた，幾つかの問題も含めて，

 新しい解答を求め得る機会がきている。現代の住まい手

 を対象とした試行的なアンケート調査注58)によると，中・

 高年のほうがアメリカ的な生活様式を受け入れる傾向が

 あり，むしろ若年層に伝統的な暮らしの良さに対する関

 心があるという結果が得られている注59)。今回の研究で

 は，住宅設備の進歩や家庭用電化製品の普及による生活
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 の変化，あるいは住まい方の視点からの分析は行わなか

 った。今後は住まい手の実態調査を更に進めながら，こ

 の研究を日本人に，より適した住宅形式の原型提案に結

 び付けることが課題である。
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 〈圧＞

 1）自邸における実験。「少ない家具と座れる床材の工夫」（本文8
 　章参焔）による椅子座，床座の融合した居間を提案。藤木忠善
 　　すまい　設計要旨，新建築V（）L．40，NO．1　pp．203－213．
 　　1965．I次に浴室の密室化（本文6章参照）をさける実験，1
 　　階台所の吹抜けに面して配置した2階浴室の室内窓から台所
 　　やダイニングルームの家人と会話ができる立体的な解決を提
 　　案。藤木忠善：300立方米の家（池原邸1971／蔵野邸1970），
 　　都市住宅　住宅第3集，pp．24－35．1972，12
 2）日本の伝統と西欧の建築様式との折衷による武田五一，藤井厚
 　　二，堀口拾己，西欧近代建築の「明朗怖」と数寄屋を融合した
 　　吉田五十八の仕事，1916年「住宅改良会」1920年「生活改善
 　　同盟会」が発足，続き間型住宅に「中廊下」を採用した日本的
 　　「洋風住宅」の提案，更に，椅子式生沽，ホール型・平面などの
 　　洋風生活の部分的導入などを指す。文献10）
 3）大正から戦前までを第1期（1920－19441)，戦後期を第2期
 　　（1945－1964），高度成長期を第3期（1965－1984），現代を第4
 　　期（1985一）と区分。本研究では，戦後の政治状況を背景とし
 　　たアメリカの情報移入が盛んであった第2期を中心に扱った。
 4）家庭の社会性に関するアメリカ留学維験者の発言。「ファミり
 　　ーといっても一つの社会で，白分の部屋から出れぱ社会なのです、、
 　　（中略）そういう社会人としての教育を家の中でしている。
 　　座談会「家族制度を衝く」，婦人公論，pp．16－24．1946．5
 5）日常小活の合理化を促す記事。高橋雅戸1アメリカの生活科学
 　　に学ぶ，婦人公論，pp．58－61．1946，6，帯刀貞世：生活の科
 　　学化について，婦人公論，pp．23－27．1946．8，9
 6）The　Architects　Collaborative．1945年締成された建築家の
 　　共同体。Six　Moon　Hillの住宅群によって日本に影響を与え
 　　る。国際建築，pp．20－31．1951．1
 7）雑誌Arts＆Architectureが後援。1938年からこの雑誌の編集
 　　者，発行考となったJ．エンテンザが、1945牢プログラムを発
 　　表。1945年から1966年まで，36のプロジェクトのうち25の住宅
 　　が実現。使川人のいない核家族のための平面計画と，進化した
 　　技術に対する探求が目的。
 8）1945年，平均的な核家族のための，経済的で実用的な小住宅
 　　のコンペ。アメリカ国内外から967案が提出。審査員にJ．O．メ
 　　リルの名がある。人選案24案のうち1O作品がモデルハウスとし
 　　て，シカゴ郊外の新興住宅地「Deer　Park」に雄設。文献5）
 9）ニューヨーク近代美術飾の彫刻ガーデンに，M．ブロイヤー設
 　　計の「生長する家族のための住宅」を展示(図3－2）。開催期
 　間は1949年4月から1O月。都市近郊に住む中流所得考層が購入
 　　可能な住宅を提示することが目的。子供の成長とともに変化す
 　　る住様式に対して，寝室の増築及び機能変史の柔軟性を持った
 　　平面計画を示す。文献6）7）8）
 10）全米住宅協全（NAHB：The　National　Association　of　Home

 　　Builders）とthemagazineofBUILDINGの共同主催。1951
 　　年3月号同誌誌上にて結果発表。審査委員長はPietro　Bellus・
 　　chi（MIT建築科長）。18m×30mの敷地に建坪約90m・の独立住
 　　宅が求められた。小住宅の環境改善と，建築家と住宅業者の協
 　　力体制の確立が目的。多目的室，通路空間を拡張し，子供の遊
 　　び場や沈濯場として二重利用できる作品が評価された。1等入
 　　選はB、ウォー力ー，HOUSES　DESIGN　COMPETITION，
 　　themagazine　of BUILDING，pp．103－162及びpp．204－220．
 　　1951．3，アメリカ住宅懸賞設計，国際建築，pp．22－35．1951．8／
 　　pp．40－47．　1951，10
 11）アメリカ築家協会（AIA：American　Institute　of　Archi・
 　　tects）と雑誌『House　and　Home』の共同主催による住宅コ
 　　ンペ。1960年に開催。1等案は，R．コールの設計（図3－
 　　4）。商品化宅として量産可能なように，構成部材の規格化がさ
 　　れている。文1献1），P．101
 ！2）ほうろう引き鋏板の規格パネルを用いた「ラストロン・ホーム」
 　　を製造。耐久性，耐候惟，断熱性にすぐれ，1947年から49年の
 　　閉に3000戸余りを販売。1949年C．コッホを招き改良を加え低
 　　コ又ト化を図るが，不成功に終わる。文献7）
 13）1958年全米住宅協会はテネシー州ノックスビルに実験住宅を
 　　建設。箏一規格の木製プレファブパネルによる乾式工法を採
 　　用。工期の短縮化を図る。文献1），p．71
 14）奥出直人：アメリカンホームの文化史，住まいの図書館出版
 　　局，2．バンガローハウスの登場，pp．151－160．1992
 15）ここでの西欧型平面とは，主に日本に影響を与えたと思われる
 　　イギりス，ドイツの住宅平面をいう。
 16）アメり力近代作宅の特徴の特定に当って，予備調査として行っ
 　　た内欧住宅平面の分析より明らかになった特徴。英，独，仏，
 　　伊の1930．1950．1960年近辺の独立住宅平面を国別・年代別に
 　　計150例，海外雑誌（英：Architectural　Design，独：Bauen＋
 　　Wohnen，仏：L’architectured’aujurd’hui，伊：Domusほか）
 　　から収集。本文中に掲げた特徴は主として英，独である。
 ！7）復刊：1新建築/1946年，国際建築／1950年，　創刊：建築文化，
 　　土建情報（後の近代建築）／1946年，暮しの手帖／1948年，建築技
 　　術／1950年，モダンリビング／1951年
 18）創刊以来，1962年まで小山間正和が編集長を務める。この間，編
 　　集に斗自ったのは，浜口隆一，市川清，生田勉，加藤渉，小林陽
 　　太郎，野生司義章，田辺員人，津島次夫，碓井憲一，山形光
 　　雄，山本学治，吉阪隆正である。復刊後は小山の尽力で，
 　　『Architectural　Record』，『PROGRESSIVE　ARCHITEC－
 　　TURE」，　『Archite（：tural　Forum』，　『Architectural
 　　Review』，『Arts＆Architecture』のアメリカ主要5誌の資料
 　　提f共の協カを得た。
 19）朝日新聞社主崔，外務省，文部省などが後援。1950年3月18日
 　　から6月11口まで，阪急西宮球場一帯で開催。入場者数は延べ
 　　200万人を超す。「家庭」「生活」などのテーマ展示が行われ，6
 　　一点のモデルハウスと1点のトレーラーハウス，家電，台所用品
 　　などが出品された。平井常次郎編：アメリカ博覧会，朝日新聞
 　社，1950．
 20）竹小丁務店設計（担当：小田正）のモデルハウスは，C．コッホ
 　　の住宅を原案にし，延べ面積28坪。家具，照明も専用にデザイ
 　　ンされる。大林組設計のものは，木造2階建て，延べ面積25坪。
 　　新鑑築，pp．140－141．1950．5，pp．179－180．1950．6建築
 　　文化，pp．7－11．1950，8
 21）建設省住宅企両課，蔵田凋忠，荒川孝善，久米権九郎，伊藤喜
 　　三郎，吉家光夫，井関正監修：特集・経済的な家の建て方，主
 　　婦友，　pp．239－251．　1950，6
 22）DEPENDENTS　HOUSEに関与した建築家のその後の活動。
 　　網戸武夫「実馴主宅R－121」国際建築，pp．36－45．1952．4金
 　　子徳次郎「軽金属で造った工場生産の家（計両案）」モダンリビ
 　　ング，p．14．1951．7　また網戸がチーフとなって，日本人スタ
 　　ッフで「D．B．Designer　Association」を結成。このグループ
 　　の推案が1948年7月，日本橋三越本店において「アメリカに学
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 　　ぷ生活造型展」（世界日報新聞社後援）として実現。ここで，網
 　　戸はアメリカ中流住宅を，家具，照明を含めて忠実に再現。工
 　　芸ニュース，pp．26－27．1949．11，住と建築，p．26．1991，7
 23）浜□ミホはノイトラの住宅を例に「入り口からまず居間に入り，
 　　それから家族の寝室に人る。」と述べ，近代的住宅の条件とし
 　　た。建設省編：明日の住宅と都市，pp．108－130，彰国社，1949
 24）民主的な家族のための居間のあり方について，「居間は一家だ
 　　んらんの生活の中心，来客は二次的に考える。」室内設計研究会
 　　（内藤正哉ほか）：居間・応接間の位置と構成，ニューハウス，

 　　pp．95－96，　工962，1
 25）椅子式食卓を推奨した記述として，「座式の食事様式を腰掛式
 　　にしなければならない。」がある。浜ロミホ：日本住宅の封建
 　　性，p．41，相模書房，1950．
 26）子供室の個室化を推奨した記事として，「狭い家にも子供の勉
 　　強室を」，モダンリビング，pp．49－51．1951．10
 27）「最近の厨房は完全に電化されて居り，扱う食物も加工食品が
 　　主であるから居間の内に取り入れるか，判然としない程度の仕
 　　切りで居間に隣接させる形式のものが多い。」，桜井省吾：戦後
 　　に於けるアメリカの建築設備展望，建築雑誌，p．14．1949，7
 28）収納の合理化として造付け家具の有効性を推奨しているもの
 　　に，村瀬敬二郎：暮しの手帳別冊『すまいの手帳』，p．88，195（〕
 　　水之江忠臣：NO　FURNITURE一ジョージネルソンによるビ
 　　ルトイン家具の提案，国際建築，pp．64－65．1960，9
 29）「毎日のフトンの上げ下ろし，何時でも休息できる便利さ，床
 　　面から高く上がって寝ることによる衛生面及び暖かさの一点，
 　　等々すべての点で（ベッドが）優れている。」，文献11），pp．59－
 　　61，武田ます：安らかな眠りのために，朗，pp．49－51．1959，2
 30）洋式便器，便所の水洗化を推奨するものとしては，李家正文ほ
 　　か：トイレット設計へのエキス，ニューハウス，pp．81－86．
 　　1964，5
 31）アメリカの住宅照明が，シャンデリアあるいはペンダントなど
 　　が衰退し，天井内に蛍光灯，スポット・ライトなどを納めた半
 　　間接照明法へ移行などを紹介したものに，桜井省吾1注27）論
 　　文，建築雑誌，p．15，ほかに，文献11），p．120，文献12），p．140
 32）代表的なものに，雑誌『新建築』による小住宅コンペがある。
 　　1948～49年にかけて計4回行われ，おのおの「極小住宅」「家庭
 　　　　　　　　　　　　　　せいとん 　　労働の削減」「育児」「整理・整頓の合理化」などの課題を提
 　　出。審査員は4回を通じて，池辺陽，清家清ほか。文献10）
 33）　「モダンリビング」，「朗（後に，ニューハウス）」などがある。
 　　計画案を通して，住宅近代化を一般に紹介する役割を果たす。
 　　「生活を豊かにする設計図31種」モダンリビング，1951．7　ア
 　　メリカ近代住宅の翻案の例としては，「フィリップ・ジョンソン
 　　のグラスハウスより」，「TA　Cの傾斜地住宅よリ」，モダンリビ
 　　ング，pp．58－61．1951，7
 34）志村太七，松本魂，網戸武夫，渡部安吉，上田清作，平野次
 　　平，近藤義雄，渡会正彦，原初五郎，小坂道隆，野村六郎，小
 　　栗玄，神田貞次郎，西原脩三，文献13），ENGINEER　SEC・
 　　TION，F．E．C：Dependents　housing／Japan＆Korea．
 35）Antonin　Raymond／1910年渡米，1919年F．L．ライトとともに
 　　来日。東京に事務所を設立。1948年戦後再来日。
 36）坂倉は，発表誌の設計要旨の中でこの住宅を「最小限住宅」と
 　　位置付けている。新建築，pp．17～23．1950，2
 37）ローコスト住宅の試み。標準タイプのバリエーションとして計
 　　画される。新建築，pp．26－31．1952．10
 38）1978年に東急ホームが発売した商品住宅「シェシェール120N
 　　型」には，2階私室ゾーンヘの浴室の配置，ウォークイン・ク
 　　ローゼットなどが見られる。都市住宅，pp．86－89．1985．10
 39）建築家による平面は，影響力のあった重要作品選出のために，
 　　文献15，16，17），及び「日本建築学会編／建築設計資料集成6・
 　　建築－生活，丸善，1979」，「コンパクト建築設計資料集成，丸
 　　善，1986」の5冊中，2冊以上に選出されている住宅から
 　　1945～64年の期間で49例を選出。当時の一般的傾向を示す平面
 　　として，住宅金融公庫平面は「木造住宅平面図集（改訂版），新

 　　建築社，1957」から，住宅会社平面は「中小住宅百図集改訂
 　　版，日本電建出版部，1954」から，20坪以上の住宅をそれぞれ
 　　77例，49例を選出。
 40）平面構成図を上中下に分け，上段を私室ゾーンとして個室を，
 　　中段は公室ゾーンとそれに付属する部屋，そして下段は出入口
 　　にあたる部屋のみを示す。女中室，洗面所，化粧室，納戸は省
 　　略。公的廊下及び私的廊下は本文3章参照。本文⑤について
 　　は，続き間であっても家具で部屋の機能が確定している場合は
 　　個室と見なす。⑧については注43）参照。
 41）換気設備の機械化によって，自由なプランニングが可能になる
 　　ということについて，文献12），これからの台所，p．121．ま
 　　た，作業の場所を快適にするために，台所の換気が必要である
 　　ということについて，文献11），家事作業，p．70
 42）「プライバシー不完全な個室のメリット」として伝統的な縁側
 　　からのアクセスの良さを採り入れ「家族同士のコンタクトの
 　　機会が多い子供や老人の部屋」の提案がある。藤木忠善＋ア
 　　ーキブレーン建築研究所：星田アーバンリビング入選案「設計
 　　要旨」，星田アーバンリビング・デザイン・コンペティション作
 　　品集pp．138－139，大阪府建築部，1988
 43）浴室と洗面所・便所が隣接し，直接相互に行き来できるもの。
 　　または，独立した洗面所が設けられている場合には，その洗面
 　　室から浴室と便所双方に行けるものなどを指す。
 44）大正期の木造小住宅においても，2階私室ゾーンヘの浴室配
 　　置は幾例か見られる。W．ヴォーリズ：吾家の設計，pp．71－
 　　72．1923、菊池重郎：西村伊作と文化住家（その2），建築
 　　界，第18巻，1970，9
 45）家庭内における不慮の事故による死亡者は，1983年の統計では
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でき　し 　　総数6，202人である。その死因は，1～4歳の50％が溺死，65歳
 　　以上の20％が同一床面でのスリップである。厚生省大臣官房統
 　　計情報部：不慮の事故及び有害作用死亡統計，1985
 46）アメリカ近代住宅の影響と異なる流れに，縁側を生かした清
 　　家清の森博士の家1951，斎藤助教授の家1952，畳による現代の
 　　住まいを提案した丹下健三自邸1953，内田祥哉白邸1961がある。
 47）プライバシーが穏やかに変化する空間の区切り方が良いとす
 　　る「プライバシー段階論」に基づく考え方。藤木忠善：サニー
 　　ボックスから300立方米の家へ－自己検証覚書，都市住宅，pp．
 　　58－59，鹿島出版会，1982，1
 48）表7－1の分析対象平面について，日本例は注39）に基づき，
 　　配置図が表記されている建築家及び住宅会社設計の平面から
 　　選出（39例）。アメリカの例は，建物規模，敷地面積が日本のも
 　　のに近く，配置図が表記されている例として二つのコンペから
 　　選出（45例）。コンペ概略は，注8），10）参照。
 49）全米住宅協会主催コンペ　注10）で，居間は玄関に対して後方
 　　に配置するか，プライバシーの確保のために何らかのもので遮
 　　らなければならないという指摘が審査評にある。the　maga－
 　　zine　of　BUILDING，p．109．1951，3
 50）縁側の効用について。藤木忠善：「縁側」コミュニケーション
 　　のためのオープンスペース，月刊子ども会，pp．10－14，全国
 　　子ども会連合会，1993，5
 51）1948年ニューヨーク近代美術館で開催された国際家具コンペ。
 　　小住宅に適する安価な家具のデザインの向上を掲げ，工業化・
 　　システム化，軽量化など合理的なコンセプトを持つ作品が人
 　　選，実際に量産された。入選者にD．R．ノル，C．イームズ，審
 　　査員にはM．v．d．ローエがいた。EDGAR　KAUFMANN．
 　　JR：PRIZE　DESIGNS　FOR　MODERN　FURNITURE　from
 　　intemational　competition　for lowcost　furniture　design，
 　　THE　MUSEUM　OF　MODERN　ART　NEW　YORK，1950
 52）JOHN　HANCOCK　CALLENDER，（EDITION　IN
 　　CHIEF）:　TIME－SAVER　STANDARD－A　HANDBOOK
 　　OF　ARCHITECTURAL　DESIGN，McGRAWHILL　BOOK
 　　COMPANY，1966（4th　edition）
 53）家具配置の分析に使用した平面は，日本例は注39）に基づき，
 　　平面図上に家具が表記されたものを選出（50例）。アメリカの例
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 　　は，対象期間の『国際建築』に発表された住宅のうち，平面図
 　　上に家具が表記され，20坪以上の床面積を持つものを選出（51
 　　例）。表7－2中のリビング・スペースとは，部屋がリビング・
 　　ダイニングルームの場合に，リビングルームとして使用され
 　　ていると推測される部分を指し，そこに妃置された家具のみ
 　　を対象とした。
 54）「家族それぞれが何かをしながら，落着いていられる家族室」
 　　として，タタミコーナー，デスク，食卓の三つの溜まりによる
 　　「対話しやすい3角形を持つ家族室」を提案。藤木忠善＋アー
 　　キブレーン建築研究所：星田アーバンリビング人選案「設計要
 　　旨」，星田アーバンリビング・デザイン・コンペティション作品
 　　集，pp，138－139，大阪府建築部，1988　「応接セット」の批
 　　判的考察に，青木正夫：明治以降の住様式の変化・発展に関す
 　　る－考察，住宅建築研究所報，p．48．1985，鈴木成文：住文化
 　　の持続と変容－計画の立場からの日本住居現代史，住宅総合研
 　　究財団研究年報，p．45．1988
 55）リビングを家族全員のくつろぎの場とするには十分な収納が
 　　必要であるとし，工場用システム整理棚による壁面を提案。藤
 　　木忠善：自邸－サニーボックス　1963，郁市伏宅　住宅第3
 　　集，p，19．1972．12　アメり力でも1950年代にリビングルーム
 　　を有効な多目的室とするための収納家具「ストレージ・ウォー
 　　ル」が提案されている。文献1），p．232
 56）中央利用型を否定し，壁際利用家具配置を推奨したものに，「応
 　　接セットなる概念をなくし，居間の家具は分散配置に徹する。
 　　対面座式をやめる。」，松村勝男：文献12）、pp．179－181「長
 　　椅子と安楽椅子はテーブルを囲んで向かい合わせにと決まり
 　　きった形に配置する心配はなく，自由に配置したほうが良
 　　い」，伊藤喜三郎，朗，p．70．1959，7
 57）戸建住宅・民間マンションのサンプルは1994年6月に発行され
 　　た全国の新聞折込み広告から192例を収集、、建築家設計住宅は
 　　一般向け住宅情報誌である「新しいすまいと設計」（挟桑杜）
 　　1994年3～9月から総数40例の都市作宅を選出。これらに見ら
 　　れる一般的傾向を反映した住宅のうち典榊列を掲げた。
 58）アンケート方式による意識調査。無作為に抽出した135人を対
 　　象とし，1994年8月に実施。36の質問項目を用意。質間内容は
 　　6章で定義されたアメり力的傾向の平面的特微を基本に，これ
 　　とは反対の日本の伝統的住様式や理想的主義式を織交ぜて設
 　　定。住生活への潜在的欲求の顕在化が目的。回答者年齢層
 　　10～60代を20歳ごとに区分した年齢層別と，集合住宅と戸建て
 　　別に集計した。
 59）玄関にプライバシーを求める回答が多数あり，「住まいの散ら
 　　かり」等がその理由。「一続きの食堂と台所」に対して若年層は
 　　肯定的だが，高年層は否定的。「台所の散らかり・料理の油汚れ」
 　　がその理由。全世代で「畳の部屋が一部屋は必要」と回答。若
 　　年層では日本の伝統に対する憧れ，中・高年屑では「来客時に
 　　便利・客間として使用」などの機能面を理由に挙げている。縁
 　　側やコタツの住まい方に「季節感がある」など若年層が関心を
 　　持ち，中・高年層は「生活様式が変化した・古い」などを理南
 　　に否定的であった。

 ＜参考文献＞

 1）Kate　Ellen　Rogers　l　THE　MODERN　HOUSE，U．S．A．，
 　　HARPER＆BROTHERS，1962
 2）H．Ward　Jandl：YESTERDAY’S　HOUSES OF TOMOR－
 　　ROW，The　Preservation　Press，1991
 3）Esther　McCoy：Case　study　Houses1945－1962，Henness（ly
 　　＆ Ingalls，1977
 4）Elizabeth　A．T．Smith:BLUEPRlNTS FOR　MODERN-
 　　LIVING／History　and　Legacy　of　the　Case　Study　Houses，
 　　THE　MIT　PRESS，1989
 5）Tribme　Company:Prize　Homes，WILCOX ＆ FOL-
 　LETT，co．，1948

 6）Peter　Blake　l　Marcel　Breuer／Architect　and　Designer，
 　　Architectura1Record　and　MOMA，1949
 7）Peter　Blake: MARCEL　BREUER／SUN　AND　SHADOW，
 　　LONGMANS，GREEN　AND　CO．，1956
 8）The　Museum　of　Modem　art：THE　MUSEUM　OF　MOD-
 　　ERN　ART　BULLETIN　Volume　XVI／No．1．1949，MOMA，
 　　1949
 9）Carl　Koch，Andy　Lewis：AT　HOME　WITH　TOMOR－
 　　ROW，RINEHART＆COMPANY，INC．，1958
 10）西山夘三1日本のすまいII，勤草書房，1976
 11）池辺陽：すまい，岩波婦人叢書，1954
 12）清家清監修1ポームライフ5これからの住まい，講談社，1962
 13）Japanese　Staff－Design　Branch・商工省工芸指導所：DEPEN－
 　　DENTS　HOUSING／JAPAN＆KOREA，技術資料刊行会，

 　　1948．
 14）建築：特集／アントニン・レーモンド木造建築集，1962，4
 15）佐々木宏監修：新建築　新建築50年に見る一建築昭和史，新建
 　　築村，1975．12，臨時増刊号
 16）横山止監修1新建築　昭和住宅史，新建築杜，1976．11，臨時増
 　　刊一サ
 17）安藤止雄ほか1建築文化　特集＝日本の住居1985一戦後40年
 　　の軌跡とこれからの視座，彰国社，1985，12

＜  研究組織＞
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 主査　藤木　忠善　東京芸術大学美術学部建築科 授
 委員　前野　　義　東京芸術大学美術学部建築科 授ノ

 　　〃　水沼　淑子　関東学院女子短期大学家政 任ゾ

 　　　　　　　　　　　講師

 　　〃　田中　厚子　クローズネスト・インターナショ

 　　　　　　　　　　　ナル・スクール（カナダ）講師

 　　〃　志村　直愛　東京芸術大学美術学部建築科助手

 　　〃　金子加奈恵　東京芸術大学美術学部建築科助手

 　　〃　ロバート・デルパッゾ

 　　　　　　　　　　　東京芸術大学大学院研究生（当時）

 協力　平岡　善浩　東京芸術大学大学院博士課程

 　〃　遠藤　義則　束京芸術大学大学院博士課程

 　〃　棚町公一朗　東京芸術大学大学院修士課程

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（当時）

 　〃　登内　徹夫　東京芸術大学大学院修士課程

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（当時）

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 勢山

 長沢

 馬立

 市川

 米川

 詔子

 浩二

 歳久

 創太

 　淳

 東京芸術大学大学院修士課程

 東京芸術大学大学院修士課程

 東京芸術大学大学院修士課程

 東京芸術大学大学院修士課程

 東京芸術大学大学院修士課程

・－264－




